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「イメージと創造」

(参加人員数) 17名 (とき) 5 月 15 日(木)

(ところ) 霞ヶ関ビル30階 (司会) 東洋信託銀行池

沢調査役

第 3 国研究会 この会の終局の目的はデザイン用のソ

フトウエア開発である.そのためには人間の持つ創造性

が機械によって開発されるメカニズムを明らかにしなく

てはならない.さらにそのためには創造性過程の解明を

必要とする.常識的イメージを画く個人からは余り創造

物は期待できない.それが期待できるのは夢の中か，一

時的狂気となるか，異質の人との交流つまりブレーンス

トーミングをするかである.それらの過程が把握できれ

ば機械によって強制的に常識を打破することが可能とな

ろう.知識データヘースの傑索法を逆にするのもその l

つで、あろう.事象の常識をうるためのABC分析を逆用

すれば非常識的発想 (XYZ発想とでも言えるか)がで

きる.その意味で新しい観点からABC分析について下

記のように第 3 回研究会を行なった

(講演) 東京理科大学 牧野都治教授「待行列理論か

らみたABC分析とき) 6 月 19 日 (ところ) 22 

森ピノレ (参加人員) 8 名 (司会)電々公社宮崎幹事

なお 9 月以降の予定は次のとおりである.

9 月 18 日頃 ニュージャージ州立大学院大学ノレタガース

大学教授石川 昭「創造性について 10月 16 日 東京

理科大学国崎教授「合意形成とファジ一理論 11月 20

日 東京理科大学溝口専任講師「自然言語解析と知識デ

編集後記帳 12回にわたって連載していただし、た伏見教授

の企業会計基礎講座は，好評のうち今回で終了.お忙し

いなか毎月書いていただし、たこと深く感謝L 、たします.

b体育の日にちなんで「スポーツの OR-llJ を特集.

前編集委員会での企画が好評，再度鳩山氏に企両してい

ただきました.炉今回の目玉，川上哲治氏とのインタビ

ューは，同氏の絶大なるご好意と鳩山氏の尽力により実

現.大の巨人ファンの大山，鳩山両氏は巨人の実情を訪

ータベース J

議参交通問題研究部会務

-第 2 閏 5 月 21 日(水) 18:00-20:00，場所:東洋経

済ピル，出席者 15名.

越教授の論文「トラック輸送の社会的費用 J (エコノ

ミスト 54年 10月 16 日)の輪読を行なった.日本と欧米各

国の運輸統計を比較して， 日本では人流との相対関係で

トラック輸送の割合が大きい.これはトラック輸送が社

会的費用を外部化したうえ，優遇政策を受けているため

だと結論し物流体系変革の必要性を訴えている.しか

し外国の統計と比較するに当っては，統計のとり方・産

業構造・生産形態の差異を考慮しないといけない，特に

物流においては然りだとの意見が多かった.

・第 3 回 6 月 21 日(水) 18:00-20:00，場所:東洋経

済ピル，出席者 17名 テーマ:内航海運について講

師:日通総研忍田和良氏

内航海運の現状について，需要の時系列動向・品目特

性・地域特性，供給の過当競争・過熱l船腹という問題等

の説明があった.鉄鋼・砂利・セメント等大宗荷物の専

用船化，雑貨類のコンテナ船化が今後の課題とのこと，

さらにカーフェリーはエネルギ一面で効率が悪く，コン

テナ船を中心に釘えて港湾荷役の合理化・技術開発を進

め，海上雑貨輸送システムとして構築していくのが望ま

しい.また物流は規制を強めるるよりも市場機構に委ね

たほうが結局うまくゆくのではないかと結論された.

ねることしきり.また録音，筆記などを手伝ってもらっ

た事務局平井嬢も熱烈な巨人および川上氏のファンとの

こと，仕事も忘れそうになるほど真剣に川上氏の話に聞

き入っていました.惨川上氏のほとばしりでる実践をふ

まえた含蓄のあるお話，それに巷間のスポーツ紙ならと

びっきそうなオフレコ情報などを交えた迫真にせまるも

ので、したが，そうしイ雰囲気もさることながら話題のす

べてを記事で伝えられないのが残念です. (M) 
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